
２０２４年度第１回明石市文化財保護審議会次第 

                 

日時：2024年（令和6年）9月27日（金） 13時30分～15時30分 

場所：明石市立文化博物館 2階大会議室 

 

１．開会 

 

 

２．議事 

（１） 指定文化財候補物件について（審議） 

     ・延命寺の仏像 

 

 

（２） 明石市文化財保存活用地域計画事業について（報告） 

     ・2024年度の事業予定 

      （文化財の看板の設置、源氏物語プロジェクト、文化財ウォーク） 

 

（３） 魚住文化財収蔵庫の展示公開について（報告） 

      

 

 

（４） その他 

 

 

３．閉会 
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（１）指定文化財候補物件について（審議） 

 

延
えん

命
めい

寺
じ

の仏像
ぶつぞう

 １躯 

所在 明石市魚住町金ケ崎 延命寺 

 

由来 

 延命寺は奈良時代の創建と伝わる寺院である。長
ちょう

坂
はん

寺
じ

（現在の遍
へん

照
しょう

寺
じ

）の塔頭
たっちゅう

寺院
じ い ん

として建立された。もとは、現在の魚住町錦が丘にあり、南北朝の戦乱で長坂寺

とともに焼失し、絵馬堂のあった現在の場所に再建された。その後、天正７年（１５７９）

の羽柴秀吉の三木城攻めで別所方に味方したため再び焼かれ、また現在の場所に

再建された。 

 この延命寺の仏像は地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

の坐像
ざ ぞ う

である。地蔵菩薩は、釈迦の入滅
にゅうめつ

後、

弥勒菩薩
み ろ く ぼ さ つ

があらわれるまでの間、衆生
しゅうじょう

を救うとされた。現在は年１回、地蔵盆の８月

２４日に開帳される。 
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明石市魚住町延命寺 地蔵菩薩坐像 所見  

 

調査日 令和 6 年 (2024)6 月 4 日  

記録者 兵庫県立歴史博物館 ひょうご歴史研究室研究員   神戸佳文  

 

（１）名 称  木造地蔵菩薩坐像   １躯       

（２）種 別  彫刻 

（３）所在地  明石市魚住町金ケ崎 898 番地 

（４）所有者  延命寺   (浄土宗 )  

（５）像 高  75.7cm 

（６）時 代     平安時代前期 (９世紀 )  

（７）概 要  一木造 (内刳なし ) 古色、彫眼 

 

法量（cm） 

 像 高  75.7  (髪際高  65.3)      

 頂―顎  24.8 (面長 17.9)    面幅 14.9    耳張 17.6    面奥 17.8   

胸奥(右)12.1 胸奥(左)20.9  腹奥 21.8    肘張 47.9    膝張 58.9  

坐奥(膝まで) 41.7  坐奥(裳先まで)52.7  

 

形状 

 右肘を曲げて 錫
しゃく

杖
じょう

を持ち、左肘も曲げて掌の上に宝珠
ほうじゅ

を載せる。左足を上にして

結跏趺
け っ か ふ

坐
ざ

し、左足先は衣で覆われている。頭部は円頂で僧形を示す地蔵菩薩坐像である。 

胸を張り、背を後ろへ反らすような姿で坐す。体部全体に暗褐色の古色が塗られている。 

 

構造 

 丸太の一材を縦に半分に割り、木心を像の前にして、像を彫刻し、両腕の手首あたりま

で、体部材と一材とする。内刳
うちぐり

(像の干割れを防ぐために像内を彫ること)はされていない。 

(なお木心は腹前を通っているが、後補材に置き換えられている)、像底の腰まわりは、底

の朽損した部分を切り取り、高さ約 8 ㎝の材を左右と後ろの 3 材を補って修理している。 

脚部は、横一材を寄せており、底部は内刳される。裳先(後補)はさらに一材を寄せている。 

両手先(後補)は別材を袖口で寄せている。材は針葉樹と思われる。 

   

後補の部分 

 額の水晶製の白毫
びゃくごう

、両手先は中世頃の後補と思われる。右手の第 4、5 指先は江戸時代

の後補、左手は宝珠の台座まで含んで一材からなり、第 2、3 指先は亡失する。頭部など
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のひび割れは、乾漆
かんしつ

(漆にオガクズなどを混ぜてペースト状にしたもの)で埋めている。腰

部の修理は前述したとおりで、江戸時代に行われたと考えられる。 

持物
じ も つ

の錫杖、宝珠、銅製透かし彫りの胸 飾
きょうしょく

(首飾り)と瓔珞
ようらく

、裳先、腰回りの三つの材、

脚部との接合部の体部の右前と中央の材、光背、台座は江戸時代の後補と思われる。 

 

保存状況 

 像の表面の一部にスレや古色のはがれがあるが、像本体の保存状況は良好である。 

  

伝来について 

１、延命寺本堂の須弥壇上の厨子に安置されている。制作仏師等は不明である。 

２、現在の後補の大部分、台座、光背の新調は、江戸時代に施されたと考えられるが、台

座の裏側には銘文は記されていない。 

 

制作時期等について 

面相は、森厳で精気に富み迫力がある。体部は胸部が盛り上がるように厚く造られ、衣

文(衣の彫り)は深く、また翻波式
ほ ん ぱし き

衣文
え も ん

(太い衣文の間に先の鋭い衣を彫りだす)がみられる。

これらの特徴は平安時代前期の特徴をよく示していることから平安時代前期(９世紀)に造

立されたものと考えられる。 

 

所見 

 上記の特徴、作風から平安時代前期(9 世紀)の作と考えられ、腰回り等は江戸時代の後

補であるが、全体に当初の姿をよく留め、保存状態も良好である。平安時代前期の仏像と

して市内最古であり、文化財的な価値は極めて高いと考えられる。 

  

その他 

 像の撮影に際しては、持物の錫杖と胸飾をはずしている。 
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参考：市内の指定文化財の仏像 

 

名称 木造
もくぞう

聖
しょう

観音
かんのん

立像
りゅうぞう

 １躯 

像高 １０７センチ 

時代 平安時代 

兵庫県指定重要文化財（彫刻） 

昭和５９年（１９８４）年３月２８日指定 

明石市材木町 宝
ほう

林
りん

寺
じ

 

宝林寺は宝永２年（１７０５）に宥
ゆう

真
しん

和尚が開
かい

基
き

した仁
にん

和
な

寺
じ

の末
まつ

寺
じ

である。昭和２０

年（１９４５）の戦災で主な建造物が焼失したが、本尊
ほんぞん

の「木造聖観音立像」だけは防

空壕に入れられており、焼失をまぬがれた。 

本像は寄木造で右手は垂下
す い か

、左手は屈
くっ

臂
ぴ

して蓮
れん

華
げ

をとる。体躯
た い く

はわずかに腰を左

にひねり、相貌
そうぼう

は伏
ふく

眼
がん

で頬はふくよかである。衣文の刻線は修補が見られるが、流麗

な衣文線は失われていない。左腕より先、右腕の中頃より先、両足先、両腕より垂れ

る天
てん

衣
い

、瓔珞
ようらく

、持
じ

物
ぶつ

の蓮華、台
だい

座
ざ

、光背
こうはい

などは後補である。 
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参考：市内の指定文化財の仏像 

 

名称 薬
や く

師
し

如
に ょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

 １躯 

像高 ８３センチ 

時代 平安時代 

兵庫県指定重要文化財（彫刻） 

平成１４年（２００２）４月９日指定 

明石市太寺 高
こ う

家
け

寺
じ

 

この薬師如来坐像は江戸時代に小笠原忠政によって再建された高家寺の本尊
ほんぞん

とし

て祀られている。この高家寺のある場所には、飛鳥時代に建てられた太寺廃寺が存

在した。本像は高さ８３センチの寄木造で、穏やかで均整のとれた温雅な姿勢、浅く流

麗な衣
え

文
もん

など１２世紀頃の様式を示しており、平安時代の最末期の作と評価されてい

る。その姿勢は右手を屈
く っ

臂
ぴ

し、五指を開いて立て、左手は左膝上におき薬
や く

壺
こ

をのせ、

左足を前にして結
けっ

跏
か

趺
ふ

坐
ざ

する。相貌
そうぼう

は温和でよく整っている。肩部はなだらかで、均

整のとれた温雅な姿態である。浅く流麗な衣文が特徴である。 
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参考：市内の指定文化財の仏像 

 

名称 木造
もくぞう

毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

及び両脇
りょうわき

侍像
じ ぞ う

 ３躯 

像高 毘沙門天像 １７１センチ 両脇待像 ７５センチ 

時代 室町時代 

明石市指定有形文化財（彫刻） 

昭和５６年（１９８１）３月１９日指定 

明石市林 宝
ほう

蔵
ぞう

寺
じ

 

鎌倉時代の様式をとどめている室町時代初期の木
もく

造
ぞう

毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

及び両脇
りょうわき

侍
じ

像
ぞう

で宝

蔵寺の本尊
ほんぞん

である。応永３年（１３９６）閏
うるう

５月２日夜、藤原左近が明石沖より引き揚げ

たとの寺伝がある。毘沙門天
びしゃもんてん

は右手に戟
げき

を持ち、左手は腰にあて、きびしく引き締ま

った相貌
そうぼう

をもつ。脇侍は吉祥天
きっしょうてん

と善
ぜん

膩
に

師
し

童子
ど う じ

を配する。 
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〔用語の説明〕 

 

【仏像の姿勢】 

立像
りゅうぞう

（りつぞうともよぶ）、坐
ざ

像
ぞう

、臥
が

像
ぞう

に大別される。仏像が立っているか、座っているか、

横になっているかで大別したもの。 

屈
くっ

臂
ぴ

…肘を曲げること。 

垂下
すいか

…垂れ下がること。 

結
けっ

跏
か

趺
ふ

坐
ざ

…仏法の座法の一つ。あぐらをかき、右の足を左のももの上に、左の足を右のももの

上に置き、足の甲でおさえて足の裏を上に向ける。 

 

【仏像の種類】 

如来
にょらい

…如来とは、修行をして悟りを開いた者で、仏陀、仏ともいう。仏教成立時には仏教の開

祖・ゴータマシッダールタ、すなわち釈迦
し ゃ か

如来
にょらい

だけであった。釈迦入滅後に釈迦以外にも悟り

を開いた如来が存在するという考え方が生じて、薬
やく

師
し

如来
にょらい

、阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

、大日如来
だいにちにょらい

などが考え

られるようになった。 

菩薩
ぼ さ つ

…菩薩は自らも悟り、さらに人々を救済するために修行するもの。菩薩の姿は古代イン

ドの王族のみなりが基本となっており、宝冠をいただき、身を豪華な装身具で飾り立てるの

が普通であるが、地
じ

蔵
ぞう

菩薩
ぼ さ つ

のように頭を丸め袈裟をまとう僧侶の姿であらわされる場合もあ

る。 

明王
みょうおう

…密教経典に初めて登場する。如来の真意をうけて悪を打破する者。憤怒の形相をとり、

悪を打ちくだくための持
じ

物
もつ

をとる。 

天
てん

…仏教が成立する以前にインドで根強く信仰されていたバラモン教やヒンドゥー教の神々

が仏教にとり入れられ仏法を守護する護法神化したもの。 

 

【持
じ

物
もつ

】 

仏像の手に持っているもの。 

錫
しゃく

杖
じょう

…僧侶・修験者の持つ杖。 

宝
ほう

珠
じゅ

…たからとすべきたま。たからのたま。 

蓮
れん

華
げ

…ハスの花。 
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薬
やく

壺
こ

…薬の壺。薬師如来の持物。 

戟
げき

…中国古代に用いられた兵器。 

 

【その他】 

塔 頭
たっちゅう

…禅宗で大寺の高僧が死んだ後、その弟子が師徳を慕って塔の頭に構えた房舎。転じ

て、一山内の寺院。寺中。子院。わきでら。 

入
にゅう

滅
めつ

…滅度（涅槃）に入ること。釈尊の死、また広く僧侶の死をいう。 

衆
しゅ

生
じょう

…一切の生物。一切の人類や動物。 

瓔珞
ようらく

…インドの貴族男女が珠玉や貴金属を編んで頭・首・胸にかけた装身具。また、仏像の装

飾ともなった。 

彫
ちょう

眼
がん

…眼を彫り出してあらわしたもの。くり抜いた眼の裏側から水晶のレンズをはめる技法

を玉
ぎょく

眼
がん

という。 

開
かい

基
き

…物事のもといを開くこと。寺院または宗派を創立すること。また、その僧。開山。開祖。 

末
まつ

寺
じ

…本山の支配下にある寺院。本寺に付属する寺。 

本尊
ほんぞん

…信仰・祈祷の対象として、寺院に安置する仏・菩薩。 

衣
え

文
もん

…装束の着方の法式。着物の襟を胸で合わせたところ。衣服のえりもと。 

台
だい

座
ざ

…仏像を安置する台のこと。 

光
こう

背
はい

…仏像の背後つける光明をあらわすもの。 

天
てん

衣
い

…天人・天女の着る衣服。また、天の織女の着る衣装。あまのはごろも。 

相貌
そうぼう

…顔かたち。顔のありさま。 

閏
うるう

…季節と暦月を調整するため、平年より余分にもうけた暦日・暦月 

（参考） 

①東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻保存修復彫刻研究室編・藪内佐斗司監修

『古典彫刻技法大全』（株式会社求龍堂、2021 年） 

②『仏像のかたちと技法 仏像美術ハンドブック 1』（奈良国立博物館、昭和 58 年） 

③『なら仏像館名品図録』（奈良国立博物館、令和 4 年） 

④『広辞苑』第二版（岩波書店、昭和 45 年） 
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〔参考写真〕 

 

光背
こうはい

 

宝
ほう

珠
じゅ

 

錫
しゃく

杖
じょう

 

台
だい

座
ざ

 

胸
きょう

飾
しょく

・瓔
よう

珞
らく
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◎

〇

△

市民
専門
家

団体
文化財
部局

行政
(関連
部局)

短
期

中
期

長
期 指標 目標値

課題２　人材育成に関する課題

重1
市史編さん事業の進捗と併せて重点区域に特化した歴史文
化を解説する副読本を作成し、学校教育における歴史文化
遺産を担う次世代の人づくりを進める

◎ ◎ ■ ■ ■ 国費・市費 副読本の作成 期間中作成

重2

明石市立文化博物館の企画展示と併せ、市史編さん成果や
重点区域の歴史文化に関わる講座を継続的に開催し、市民
が歴史文化の価値や魅力を知る機会を充実させ、歴史文化
遺産の担い手育成につなげる

〇 ◎ ■ ■ ■ 国費・県費・市費 講座の開催 年１回

重3
市民が重点区域の歴史の蓄積を感じることができるよう、ボ
ランティアガイドや専門家と共に巡るまち歩きを継続的に開催
する

◎ ◎ 〇 ■ ■ ■ 県費・市費 まち歩きの開催 年１回

方針３　歴史文化遺産を確実に次世代に継承する

重4
大蔵谷街道筋に残る伝統的な建築物や布団太鼓・獅子頭の
保存・公開を進め、市民・行政と所有者との情報交換の場を
構築する

〇 ◎ ◎ ■ ■ ■ 国費・県費・市費 公開件数 期間中２件

重5
明石市立文化博物館から明石城に至る箱堀など周辺の樹林
整備や解説板の設置を進め、文化博物館と明石城とのアク
セスを向上させる

〇 ◎ ■ ■ 国費・県費

重6
高家寺境内地に位置する太寺廃寺塔跡の価値を発信するた
め、VRなどを用いた塔の復元を検討する

〇 ◎ ■ 国費・県費・市費

重7
鍛冶屋町など旧城下町に残る商家などの建造物について、
詳細調査を実施した上で、指定・登録等の保存の措置を進め
る

〇 ◎ ◎ ■ 国費・県費・市費

課題４　活用に関する課題 方針４　歴史文化を活かした愛着のもてるまちづくりを推進する

重8
旧町名等を含めたまちの歴史を知る統一したデザインの銘
板やサイン等を設置し、子どもたちをはじめ市民が歴史文化
遺産や空襲被害を理解するための仕掛けづくりを進める

◎ ◎ ■ ■ ■ 国費・市費 設置数 年３件

重9
周辺自治体と連携して、海から旧波門崎燈籠堂や台場跡な
どをめぐる周遊ルートづくりを検討し、新たな視点で歴史文化
を活かしたまちづくりを推進する

〇 〇 ◎ ■ 国費・県費・市費

重10
明石型生船資料の調査・研究など歴史文化遺産に関連する
民間団体の活動や事業を「明石歴史文化クリエイティブ事
業」と名付け、活動支援の枠組を構築する

〇 ◎ ◎ ■ ■ 国費・県費・市費

重11
近代都市明石の文化を象徴する中崎公会堂の修理・修復、
保存・活用方策を検討の上、一層の活用を推進する

〇 〇 ◎ ◎ ◎ ■ ■ 国費・県費・市費

重12
織田家に残る貴重な歴史史料を把握・整理した上で、広く市
民や来訪者に展示・公開する施設を整備する

◎ ■ 国費・市費

重13
明石市立文化博物館や明石市立天文科学館で実施する展
覧会等の手話付のオンライン配信なども含め、時のまち明石
の歴史文化の情報発信を進める

◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ 国費・市費 情報発信数 年１回

・行政、文化財所有者、校区まちづくり組織、専門
家団体などと連携をより一層進めていくことが必要
とされる。

重14
協議会に重点区域部会を設け、市民、文化財所有者、団体、
専門家、行政が協働して歴史文化遺産の保存・活用のため
の体制を構築する

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ 市費 部会の開催 年１回

方針５　みんなで歴史文化のまちづくりを進める

明石市文化財保存活用協
議会重点区域部会組織化

明石歴史文化クリエイティ
ブ事業の支援

中崎公会堂の活用の推進

海からの史跡めぐり周遊
ルートづくりの検討

財源

重点区域に関する副読本
の作成

明石市立文化博物館にお
ける歴史文化に関わる講
座の開催

　　方針２　学校教育・生涯教育の場で歴史文化を担う人づくりを進める

VRを用いた太寺廃寺塔の
復元

重点区域における取り組みの骨子

織田家史料の展示・公開

・「南北交流軸」を内外に発信していく仕掛けづくりが必要
である。
・海に面した本市の歴史文化遺産と周辺自治体の歴史文
化遺産を結ぶ海域のネットワークづくりが必要である。
・民間企業や団体などによる歴史文化遺産を活用した新
たな事業展開等への支援が必要とされる
・中崎公会堂の魅力を一層活用した取り組みが必要とされ
る。
・明石市立天文科学館を中心としたオンライン配信等によ
る情報発信を継続・展開することが必要とされる。
・武家屋敷の遺構を残す織田家には貴重な史料が保管さ
れているが、史料調査の上、建物とともに展示・公開等の
活用が求められる。

まちの歴史を知る銘板・サ
イン等の設置

オンライン配信等による歴
史文化の情報発信

課題３　保存に関する課題

・大蔵谷街道筋に残る神社や町屋の保存・活用を一層展
開すると共に、重点地区の民俗文化財である布団太鼓や
大蔵谷の獅子舞などの保存・公開の措置を進めることが
必要である。
・明石市立文化博物館から明石城東ノ丸跡に至る箱堀
跡、薬研堀跡などを含む東側区域の樹林整備などの環境
整備が求められる。
・県史跡指定の太寺廃寺塔跡は本市の古代の歴史文化
を現す歴史文化遺産であり、その価値を広く発信するため
の方策の検討が必要とされる。
・鍛治屋町周辺は、明石城下の商家として数少ない建築
物が残されているが、放置することによって毀損が憂慮さ
れるため、適切な保存の措置が必要である。

大蔵谷街道筋の建築物・民
俗文化財の保存・公開

明石城東ノ丸・薬研堀周辺
の環境整備

城下に残る建造物の保存

・都市化による開発の進行などによりまちを歩いていても
歴史の蓄積を感じることが難しい場所もあるため、子ども
をはじめ市民がわがまちの歴史文化を身近に知ることに
より、歴史文化遺産を継承する人づくりを進めるための方
策の検討が必要とされる。

ボランティアガイド等と共に
巡るまち歩きの開催

一部を取組む 長期　10年

保存と活用に関する課題

保存と活用に関する措置

事業名 事業内容

取組み主体 事業計画期間 ＫＰＩ（成果目標値）

課題１　歴史文化遺産を「知る」取り組みに関する
　　　　　課題

保存・活用に
関する
基本方針

番号

全市的取り組みと共通
基
本
方
針
五
　
み
ん
な
で
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

基
本
方
針
四
　
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
愛
着
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

基
本
方
針
三
　
歴
史
文
化
遺
産
を
確
実
に
次
世
代
に
継
承
す
る

基
本
方
針
二
　
学
校
教
育
・
生
涯
教
育
の
場
で
人
づ
く
り
を
進
め
る

基
本
方
針
一
 
歴
史
文
化
遺
産
を
持
続
的
に

「
知
る

」
取
り
組
み
を
進
め
る

課題５　体制づくりの課題

主として取組む 短期　３年

協力して取組む 中期　５年
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2024年度の重点区域における予定 

 重1 重点区域に関する副読本の作成 

  作成したウォーキングマップを中学校の研修に配布予定 

 

 重2 明石市立文化博物館における歴史文化に関わる講座の開催 

  6月 「東二見 横河家の功績―大坂の陣から近代建築まで―」 

  9月 「明石藩の世界展Ⅻ―藩主忠国が創った『源氏物語』遺跡と俳諧文学―」 

  10月 「発掘された明石の歴史展―明石の寺院跡―」 

  12月 「明石の布団太鼓Ⅱ―彫刻と刺繍に見る匠の技―」 

   

 重3 ボランティアガイド等と共に巡るまち歩きの開催 

  文化財ウォークの実施（１１月９日） 

 

 重4 大蔵谷街道筋の建築物・民俗文化財の保存・公開 

  稲爪神社太鼓の展示、穂蓼八幡神社布団太鼓の展示（１２月１４日～１月１３日） 

 

 重8 まちの歴史を知る銘板・サイン等の設置 

  明石浦のおしゃたか舟、鰐口の看板設置 

 

 重 10 明石歴史文化クリエイティブ事業の支援 

  空き家を活かした展示会、講座の開催、生船の調査 

 

 重 11 中崎公会堂の活用の推進 

  文化財ウォークでの公開（１１月９日） 

 

 重 13 オンライン配信等による歴史文化の情報発信 

  明石市立文化博物館の企画展講演会をYoutubeで配信 

 

重 14 明石市文化財保存活用協議会重点区域部会の組織化 

 重点区域部会の開催（９月１０日） 
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 中崎遊園地 ラヂオ塔 

 魚住城跡 

  

光触寺 
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 高丘古窯跡群 

 

 太山寺道 道標 

 

 

 

17



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長楽寺 

 

大蔵谷本陣・脇本陣 
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明石浦のおしゃたか舟 

蔦の細道 
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あかし文化芸術月間２０２４協賛事業 

 

 

第３回 あかし歴史のまち「文化財ウォーク」 

～「近代化」と「時のまち」を物語る文化財を歩く～ 
 

 

 「あかし文化芸術月間２０２４」の開催を記念し、歴史のまち「あかし」の魅力を多くの皆様に

知っていただくため、あかし歴史のまち「文化財ウォーク」を実施します。 

 本市では、令和３年度に策定した「明石市文化財保存活用地域計画」のもと、歴史文化の証であ

る文化財を大切に保存するとともに、市内外に広く「歴史のまちあかし」の魅力を発信し、まちの

発展につながるよう、文化財のさらなる活用を進めています。 

  第３回目となる今回は、「近代化」と「時のまち」の歴史を物語る文化財を専門家やボランティア

と一緒に巡り、身近に明石の魅力を体感できるコースです。 
 

 日 時：2024 年（令和６年）11 月 9 日（土） ９時 30 分～12 時 30 分 

 主 催：明石市 

 行 程：９時 30 分集合 市立文化博物館集合  

     ９時 37 分着  明石神社「明石城太鼓」            解説 5分 

     ９時 55 分着   月照寺                    解説 5分 

     10 時 02 分着  子午線標示柱                  解説 5分 

10 時 09 分着  柿本神社                   解説 5分 

  10 時 20 分着  天文科学館（日本標準時子午線関係資料など見学）解説 20 分 

  11 時 00 分着  神明国道子午線標識              解説 5分 

     11 時 10 分着  日本中央標準時子午線通過地標識        解説 5分 

     11 時 20 分着  中崎公会堂（建物内を見学）          解説 30 分 

     12 時 00 分着  中崎遊園地ラヂオ塔（解散）         解説 10 分 

  

 定 員：20 名（小学生以上） 

 参加費：300 円（資料代・保険料） 

 案内人：市歴史文化財担当職員ほか 

協 力：ぶらり子午線観光ガイド連絡会 ヘリテージ明石 あかし市民図書館 

 明石市立天文科学館 明石観光協会      

応募締め切り：10 月 18 日（金）まで 

応募方法：市ホームページの申込フォームまたは往復ハガキで申し込む。 

必要事項：イベント名、参加者全員の氏名、ふりがな、年齢（学年）、郵便番号、住所、

電話番号、当日の緊急連絡先、参加人数（１組４名まで） 

※応募が多数の場合は抽選で参加者を決定します。 

問い合わせ：明石市文化・スポーツ室歴史文化財担当 

〒673-0846 明石市上ノ丸２丁目１３-１ 

電 話 078-918-5629 

メール rekishi-bunkazai@city.akashi.lg.jp 

広報方法：広報あかし 10 月１日号掲載予定、市 HP、文化博物館ホームページ、チラシ配 

20



コース写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①明石神社（明石城太鼓） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

③子午線標示柱 

 

②月照寺 

 ④日本中央標準時子午線通過地標識 

⑤中崎公会堂（外観） 

⑥中崎遊園地ラヂオ塔 
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重点区域（黄色が本年度の文化財ウォークのコース案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重２：明石市立文化博物館におけ
る歴史文化に関する展示や
講座の開催 

 
明石市立文化博物館の企画展示と併せ、

市史編さん成果や重点区域の歴史文化

に関わる講座を継続的に開催し、市民が

歴史文化の価値や魅力を知る機会を充

実させることによって、歴史文化遺産の

担い手育成につなげる 

重 12：織田家史料の展示・公開 

織田家に残る貴重な歴史史料を把握・

整理した上で、広く市民や来訪者に展

示・公開する施設を整備する 

重７：城下に残る建造物の保存 

旧城下町に残る安藤家や築（月）山の

石畳、岬森神社の石碑などの建造物に

ついて、詳細調査を実施した上で、指

定・登録等の保存の措置を進める 

重９：海からの史跡めぐり周遊ルートづ
くりの検討 

周辺自治体と連携して、海から旧波門崎燈籠堂

や台場跡などをめぐる周遊ルートづくりを検

討し、新たな視点で歴史文化を活かしたまちづ

くりを推進する 

重１：重点区域に関する副読本
の作成 

市史編さん事業の進捗と併せて重点

区域の歴史文化を解説する副読本を

作成し、学校教育の場で歴史文化遺産

を担う次世代の人づくりを進める 

重３：ボランティアガイド等と
共に巡るまち歩きの開催 

市民が重点区域の歴史の蓄積を感じ

ることができるよう、ボランティアガ

イドや専門家と共に巡るまち歩きを

継続的に開催する 

重５：明石城東ノ丸・薬研堀周辺
の環境整備 

 
明石市立文化博物館から明石城に至

る箱堀など周辺の樹林整備や解説板

の設置を進め、明石市立文化博物館と

明石城とのアクセスを向上させる 

重 13：オンライン配信等による
歴史文化の情報発信 

 
明石市立文化博物館や明石市立天文

科学館で実施する展覧会等の手話付

きのオンライン配信なども含め、時の

まち明石の歴史文化の情報発信を進

める 

重６：VRを用いた太寺廃寺塔の
復元 

高家寺境内地に位置する太寺廃寺塔

跡の価値を発信するため、VR などを

用いた塔の復元を検討する 

重８：まちの歴史を知る銘板・サ
イン等の設置 

旧町名等を含めたまちの歴史を知る

統一したデザインの銘板やサイン等

を設置し、子どもたちをはじめ市民が

歴史文化遺産や空襲被害を理解する

ための仕掛けづくりを進める 

重４：大蔵谷街道筋の建築物・民
俗文化財の保存・公開 

大蔵谷街道筋に残る伝統的な建築物

や布団太鼓・獅子頭の保存・公開を進

め、市民・行政と所有者の情報交換の

場を構築する 

重 11：中崎公会堂の活用の推進 

近代都市明石の文化を象徴する中崎

公会堂の修理・修復、保存・活用方策

を検討の上、一層の活用を推進する 

重 10：明石歴史文化クリエイテ
ィブ事業の支援 

明石型生船資料の調査・研究など歴史

文化遺産に関連する民間団体の活動

や事業を「明石歴史文化クリエイティ

ブ事業」と名付け、活動支援の枠組を

構築する 

重 14：明石市文化財保存活用協
議会重点区域部会の組
織化 

協議会に重点区域部会を設け、市民、

文化財所有者、団体、専門家、行政各

課や図書館などが協働して歴史文化

遺産の保存・活用のための体制を構築

する 
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（４） 魚住文化財収蔵庫の展示公開について 

 

第１回展示 ２０２２年７月２２日（金） ～８月３１日（水） 

「明石西部の宝物」 来場者２２４名 

高丘窯鴎尾、幣塚古墳埴輪、寺山古墳馬形埴輪、魚住古窯跡須恵器  

 

第２回展示 ２０２３年１月１１日（水） ～２月１８日（土） 

「清水の米づくりと祭礼」 来場者１８６名 

唐箕、オクワハン衣装  

 

第３回展示 ２０２３年５月１６日（火） ～６月２４日（土） 

「明石の瓦」 来場者１５５名 

林崎三本松窯瓦、報恩寺瓦、近・現代瓦、瓦造り道具  

 

第４回展示 ２０２３年７月２０日（木） ～９月２日（土） 

「化石展」 来場者１６９名 

アケボノゾウ、ナウマンゾウ、神戸層群植物化石、海外化石  

 

第５回展示 ２０２３年１１月１５日（水）～１２月１７日（日） 

「昭和の道具－知恵と工夫－」 来場者６８名 

衣類、炊飯器、アイロン、ラジオ、テレビ 

 

第６回展示 ２０２４年２月１５日（木）～３月２４日（日）  

「明石城下の武家のくらし」 来場者３５６名 

調理具、暖房具、水道管、土人形、井戸 

 

第７回展示 ２０２４年５月１８日（土）～６月３０日（日） 

「市指定文化財指定記念 赤根川金ケ崎窯跡出土の須恵器」 来場者１８１名 

寺山古墳石見型埴輪、赤根川金ケ崎窯跡出土角杯形土器  

 

第８回展示 ２０２４年７月２０日（土）～９月１日（日） 

「蛸壺展」 来場者１４７名 

飯蛸壺、真蛸壺、漁具、映像コーナー 

 

第９回展示 2024年11月14日（木）～12月15日（日） 

「埴輪展」 

幣塚古墳出土埴輪、三番割古墳出土埴輪 
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井戸 

（明石城下の武家のくらし） 

焼塩壺・土瓶など 

（明石城下の武家のくらし） 

角杯形土器 

（赤根川金ケ崎窯跡出土の須恵器） 
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飯蛸壺 

（蛸壺展） 

 

展示風景 

（蛸壺展） 

さわってみよう

のコーナー 

（蛸壺展） 
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①年齢 10歳未満 0
10代 4
20代 6
30代 12
40代 7
50代 18
60代 41
70代以上 93
（合計） 181

②男女比 男性 113
女性 68
（合計） 181

③居住地域 明石市内 137
神戸市 12
兵庫県内 25
兵庫県外 5
無回答 2
（合計） 181

④来館方法 電車（種別不明） 9
ＪＲ 7
山陽 2
バス 4
タクシー 1
車 88
バイク 11
自転車 22
徒歩 41
その他 0
無回答 1
（合計） 186

⑤周知方法 ポスター 19
チラシ 27
広報 42
新聞 42
テレビ 0
ラジオ 0
ホームページ 8
SNS 4
人から聞いて 36
通りすがり 19
その他 12
無回答 1
（合計） 210

⑥来館回数 初めて 97
2回目 31
3回目 23
4回目 12
5回目 7
6回目 1
6回目以上 7
回数不明 2
無回答 1
（合計） 181

⑦満足度 満足 112
やや満足 44
普通 21
やや不満 1
不満 0
無回答 3
（合計） 181

181
127

計 308

アンケートの感想(一部)

アンケート不参加
アンケート参加

「市指定文化財指定記念　赤根川金ケ崎窯跡出土の須恵器」　　アンケート結果

・本格的に展示されており、見やすく、解説も良かった。地図もあり、わかりやすかったです。
・身近な所でたくさんの歴史的な埴輪や土器等を目にすることができ感動しました。また来たいので楽しみにしています。
・産れ育った郷土の歴史、自分の住む地域の昔に想いをはせることが出来た。朝鮮半島とのつながりを改めて認識した。
・身近な地域で発掘された土器などを見ることが出来て、歴史を身近に感じることが出来た。
･長年明石に住んでいて、身近な所に古墳がこんなにも多くあることに驚き、出土品の多さが大変興味深かったため。

10歳未満

0人

（0%）

10代

4人

（2%）

20代

6人

（3%）
30代

12人

（7%）

40代

7人

（4%）

50代

18人

（10%）60代

41人

70代以上

93人

①年齢
10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

113人

（62%）

女性

68人

（38%）

②男女比

男性

女性

電車（種別不明）

9人（5%） ＪＲ7人（4%）

山陽

2人（1%）

バス4人

（2%）

タクシー

1人（0%）

車

88人

（47%）

バイク

11人

（6%）

自転車

22人

（12%）

徒歩

41人

（22%）

その他0人

（0%）

無回答

1人（1%）④来館方法

電車（種別不明）

ＪＲ

山陽

バス

タクシー

車

バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

ポスター

19人

（9%）

チラシ

27人

（13%）

広報

42人

（20%）
新聞

42人

（20%）
ホームページ

8人

（4%）

SNS

4人

（2%）

人から聞いて

36人（17%）

通りすがり

19人

その他

12人

（6%）

⑤周知方法

ポスター

チラシ

広報

新聞

ホームページ

SNS

人から聞いて

通りすがり

その他

初めて

97人

（54%）

2回目

31人

（17%）

3回目

23人

（13%）

4回目12人

（7%）

5回目7人（4%）

6回目1人（0%）
6回目以上

7人（4%）

回数不明

2人（1%）
無回答

1人（0%）

⑥来館回数
初めて

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

6回目以上

回数不明

無回答

満足

112人

（62%）

やや満足

44人

（24%）

普通

21人

（12%）

やや不満

1人

（0%）

無回答

3人

（2%）

⑦満足度

満足

やや満

足普通

やや不

満

明石市内

137人

（76%）

神戸市

12人

（6%）

兵庫県内

25人

（14%）

兵庫県外

5人（3%）

無回答

2人（1%）
③居住地域

明石市内 神戸市 兵庫県内 兵庫県外 無回答
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①年齢 10歳未満 5
10代 12 　

20代 16
30代 7
40代 20
50代 21 　　

60代 24
70代以上 42

②男女比 男性 80 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性 67

③居住地域 明石市内 104
神戸市 11
兵庫県内 23 播磨町　３ 三木市　１龍野市　２稲美町　３西宮市　１加古川市　４姫路市　５高砂市　３太子町　１

兵庫県外 9 大阪府　７ 秋田県　１奈良県　１

④来館方法 JR 2
山陽 4
電車（種別不明） 1
バス 10
タクシー 0
車 92
バイク 9
自転車 17
徒歩 13
その他 0
無回答 2

⑤周知方法 ポスター 16
チラシ 24
広報 19
新聞 20
テレビ 6
ラジオ 0
HP 8
SNS 2
人から 32
通りすがり 12
その他 20 近所だから　　１ 身内に聞いた　　　１ 未記入　２博物館実習で来館　９家族にすすめられて　　３

無回答 2

⑥来館回数 初めて 75
２回 12
３回 16
４回 13
５回 12
６回 3
６回以上 11 毎回　　１ 10数回　１８～9回　１10回　　４ 8回　　　4

無回答 2
回数不明 3 5回以上　１

⑦満足度 満足 97
やや満足 33
普通 15
やや不満 1
不満 0
無回答 1

： 58
うち子供 ： 5

#REF!

　

アンケートの感想(一部)

アンケート不参加

総入館者数

「蛸壺展」　アンケート結果

・時代の流れと地域ごとの展示がとても分かりやすかったです。実際に触ることもでき、貴重な体験ができました。
・生まれてからずっと明石に住んでいますが、こんなに遺跡があることや蛸壺に種類があることをちゃんと知らなかった
からよい機会だった。
・弥生時代から現代に至るまでの各時代の蛸壺を特徴等の解説と合わせて見る事で、蛸壺の歴史の理解も深まった。
・現代にも相通ずる「蛸壺」の歴史を詳しく知ることができました。
・蛸の種類によって壺のサイズも形状も異なる事を学べた。展示品説明やキャプションなども分かりやすく面白かった。
・作業スペース？も見えたり、さわってみたりと、小さな施設なのに楽しく過ごせた。
・明石といえばたこのイメージだったので、たこについて詳しく知ることができ、地元についてより理解が深まった。
・実際の漁を再現している展示がわかり易く、たいへん興味深かった。時代毎、遺跡毎の展示がわかり易かった。
・はじめて来た魚住収蔵庫です。ご近所にこのような展示を楽しめる場所があったことにびっくりしました。
・釣がね型の壺が時期ごとに並べられており、時期ごとの形態の違いを比較しやすかった。また、蛸壺漁での紐と壺の
結び方が、パネルと実物の２つからわかりやすかった。

10歳未満：5人（3%） 10代：12人（8%）

20代：16人

（11%）

30代：7人

40代：20人

（14%）

50代：21人（14%）

60代：24人

（16%）

70代以上：

42人（29%）

①年齢

10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性：80人

（54%）

女性：67人

（46%）

②男女比

男性

女性

明石市内：104人

（71%）

神戸市：11人

兵庫県内：23人

（16%）

兵庫県外：9人

（6%）③居住地域

明石市内

神戸市

兵庫県内

兵庫県外

JR：2人

（1%） 山陽：4人

（3%）

バス：10人

（7%）

車：92人

（61%）

バイク：9人

（6%）

自転車：17人

（11%）

徒歩：13人

（9%）

④来館方法

JR

山陽

電車（種別不明）

バス

タクシー

車

バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

ポスター：16人（10%）

チラシ：24人

（15%）

広報：19人

（12%）

新聞：20人

（12%）

テレビ：6人（4%）
HP：8人（5%）

SNS：2人

（1%）

人から：32人

（20%）

通りすがり：

12人（8%）

その他：20人（12%）⑤周知方法

ポスター

チラシ

広報

新聞

テレビ

ラジオ

HP

SNS

人から

通りすがり

その他

無回答

初めて：75人

（51%）

２回：12人（8%）

３回：16人（11%）

４回：13人（9%）

５回：12人（8%）

６回：3人（2%）

６回以上：11人（8%）⑥来館回数

初めて

２回

３回

４回

５回

６回

６回以上

無回答

回数不明

満足：97人

（66%）

やや満足：

31人（22%）

普通：15人

（10%）

やや不満：1人

（1%）⑦満足度

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

無回答
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2024年9月1日現在
No. 種別１ 種別２ 名称 所在地 所有者 指定年月日

1 国 建造物 明石城巽櫓・坤櫓 明石公園1-27 兵庫県 昭32年 6月18日

2 国 書跡 後桜町天皇宸翰短籍 人丸町 柿本神社 明34年 8月 2日

3 国 書跡 仁孝天皇宸翰及一座短籍 人丸町 柿本神社 明34年 8月 2日

4 国 書跡 桜町天皇宸翰及一座短籍 人丸町 月照寺 明34年 8月 2日

5 国 史跡 明石城跡 明石公園 兵庫県 平16年 9月30日

6 県 建造物 石造燈籠 魚住町中尾 住吉神社 昭38年 8月24日

7 県 建造物 石造五輪塔 魚住町清水 西福寺 昭53年 3月17日

8 県 建造物 高家寺本堂 太寺2丁目 高家寺 平21年 3月13日

9 県 絵画 麻布著色盂蘭盆曼荼羅 鍛冶屋町 浜光明寺 昭59年 3月28日

10 県 絵画 神馬図絵馬 魚住町中尾 住吉神社 平22年 3月 5日

11 県 彫刻 木造聖観音立像 材木町 宝林寺 昭59年 3月28日

12 県 彫刻 薬師如来坐像 太寺2丁目 高家寺 平14年 4月 9日

13 県 考古資料 鴟尾と断片 上ノ丸2丁目 明石市 平 7年 3月28日

14 県 考古資料 藤江別所遺跡出土品 上ノ丸2丁目 明石市 平21年 3月13日

15 県 考古資料 報恩寺跡本堂基壇出土瓦 上ノ丸2丁目 明石市 平29年 3月14日

16 県 無形民俗 大蔵谷の獅子舞 大蔵本町 大蔵谷獅子舞保存会 昭54年 3月20日

17 県 史跡 高丘古窯跡群（5･6･7号窯）（8･9号窯） 大久保町高丘 明石市 昭50年 3月18日

18 県 史跡 太寺廃寺塔跡 太寺2 高家寺 昭53年 3月17日

19 市 建造物 播州明石浦柿本大夫祠堂碑 人丸町 柿本神社 昭48年 2月 2日

20 市 建造物 月照寺山門 人丸町 月照寺 昭45年 5月21日

昭45年 5月21日

平22年 3月11日

22 市 建造物 石造五輪塔「善楽寺の平清盛五輪塔」 大観町 善楽寺 昭52年 2月10日

23 市 建造物 住吉神社楼門 魚住町中尾 住吉神社 昭53年 3月11日

24 市 建造物 旧波門崎燈籠堂（石積） 港町 明石市 令 3年 1月20日

25 市 建造物 明石市立中崎公会堂 相生町 明石市 令 5年 3月27日

26 市 絵画 絵馬「加茂競馬の図」 魚住町中尾 住吉神社 昭47年 2月25日

27 市 絵画 絵馬「森狙仙筆猿の図」 人丸町 柿本神社 昭52年 2月10日

28 市 絵画 三十番神像 日富美町 本立寺 平30年 3月20日

29 市 彫刻 木造毘沙門天及び両脇侍像 林2丁目 宝蔵寺 昭56年 3月19日

30 市 彫刻 石造狛犬 人丸町 柿本神社 昭58年 3月31日

31 市 工芸品 光明寺の和鐘 鍛治屋町 浜光明寺 昭48年 2月 2日

32 市 工芸品 明石城太鼓 上ノ丸1丁目 明石神社 昭49年 2月 8日

33 市 工芸品 明石城御殿平面図 上ノ丸2丁目 明石市 昭49年 2月 8日

34 市 工芸品 藤村覃定作「地球儀」 上ノ丸2丁目 明石市 昭49年 2月 8日

35 市 工芸品 鰐口 本町 柴屋町地蔵講中 昭51年 2月 5日

36 市 工芸品
緋威金小札胴丸具足獅噛前立
烏帽子形張懸兜付

上ノ丸2丁目 明石市 平 7年 3月23日

37 市 工芸品 弁財船（イサバ）模型 二見町東二見 御厨神社 令 5年 3月27日

38 市 工芸品 稲爪神社太鼓 大蔵本町 稲爪神社 令 6年 3月27日

39 市 書跡 三十六歌仙絵及び和歌式紙 人丸町 月照寺 昭45年 5月21日

40 市 書跡
柿本人麿神位・神号に関する文芸資料等及明石
藩関連資料

人丸町 月照寺 平22年 3月11日

41 市 書跡 冷泉為理柿本社奉納和歌 人丸町 柿本神社 令 2年 3月31日

42 市 古文書 明石藩主地子免許状 上ノ丸2丁目 明石市 昭47年 2月25日

43 市 考古資料 藤江別所遺跡井戸内出土品 上ノ丸2丁目 明石市 平19年 3月15日

44 市 考古資料 林崎三本松瓦窯跡群出土瓦 上ノ丸2丁目 明石市 平30年 3月20日

45 市 考古資料 寺山古墳石室及び出土品一括 魚住町錦が丘3他 明石市 平31年 3月20日

46 市 考古資料 赤根川金ケ崎窯跡出土角杯形土器等須恵器一括 上ノ丸2丁目 明石市 令 6年 3月27日

47 市 歴史資料 大和型船模型 魚住町中尾 住吉神社 昭55年 3月21日

48 市 歴史資料 子午儀 人丸町 明石市 昭58年 3月21日

49 市 歴史資料 日本標準時子午線関係資料 人丸町 明石市 平19年 3月15日

50 市 歴史資料 徳川家康感状等横河家伝来資料 上ノ丸2丁目 明石市 令 2年 3月31日

51 市 有形民俗 住吉神社の能舞台 魚住町中尾 住吉神社 昭51年 2月 5日

52 市 無形民俗 大蔵谷の囃口流し 大蔵本町 大蔵谷民俗芸能保存会 昭50年 2月 6日

53 市 無形民俗 大蔵谷の牛乗り 大蔵本町 大蔵谷民俗芸能保存会 昭50年 2月 6日

54 市 無形民俗 明石浦のおしゃたか舟 材木町 おしゃたか舟保存会 昭50年 2月 6日

55 市 無形民俗 藤江の的射 東藤江 的射行事保存会 昭50年 2月 6日

56 市 無形民俗 清水のオクワハン 魚住町清水 清水村民俗行事世話人 平 6年 1月27日

57 市 史跡 旧明石藩主松平家廟所 人丸町 長寿院 昭48年 2月 2日

58 市 史跡 横河重陳墓 二見町東二見 観音寺 昭48年 2月 2日

59 市 史跡 林崎掘割渠記碑 鳥羽 明石掘割土地改良組合 昭49年 2月 2日

60 市 史跡 カゲユ池古墳（１号墳） 藤江 明石市 昭51年 2月 5日

61 市 史跡 光明寺の明治天皇行在所跡 鍛冶屋町 浜光明寺 昭51年 2月 5日

62 市 史跡 幣塚古墳 魚住町清水 明石市 平19年 3月15日

63 市 天然記念物 瑞応寺のそてつ 二見町東二見 瑞応寺 昭47年 2月25日

64 国登録 建造物 岩佐家住宅主屋 鳥羽 岩佐家 平19年 7月31日

65 国登録 建造物 岩佐家住宅土蔵 鳥羽 岩佐家 平19年 7月31日

66 国登録 建造物 明石市立天文科学館 人丸町 明石市 平22年 9月10日

67 国登録 建造物 旧小久保跨線橋 小久保 明石市 平25年 3月29日

68 国登録 建造物 中崎ラヂオ塔 相生町 明石市 平25年 3月29日

69 県登録 建造物 茨木酒造 魚住町西岡 茨木酒造合名会社 平20年 8月 6日

建造物 織田家長屋門及付属塀 大明石町2丁目 織田家

明石市内指定・登録文化財一覧（69）

21 市
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